
企業版ふるさと納税制度の活用について  

 

１．企業版ふるさと納税とは  

地方創生を実現するためには、産官学金労言（産業界・行政機関・教育機関・金融機関・

労働団体・メディア）をはじめ、各界各層の参画と協力の下で取組を進めていくことが必

要であり、中でも、産業界（民間企業）の役割は非常に大きいものがある。こうした考え

方に基づき、志のある企業が地方創生を応援する税制として平成 28 年度創設された制度で

あり、まち・ひと・しごと創生寄附活用事業に関連する寄附を行った法人（市外企業）に

対し、税額控除の優遇措置がある。 

この制度を活用するためには、地方公共団体が策定した地方版総合戦略に掲げた事業に

ついて作成した地域再生計画を国に申請し、認定を受ける必要がある。  

 

２．制度のポイント  

現行の地方公共団体に対する法人の寄附に係る損金算入措置による軽減効果（約３割）

と合わせて、寄附額の約６割に相当する額が軽減される。 

（※例：100 万円寄附すると、法人関係税において約 60 万円の税が軽減）  

①法人住民税：寄附額の２割を税額控除（法人住民税法人税割額の 20％が上限）  

②法 人 税：法人住民税の控除額が寄附額の２割に達しない場合、寄附額の２割に相当 

する額から法人住民税の控除額を差し引いた額を控除（寄附額の 1 割、法人

税額の５％が上限）  

③法人事業税：寄附額の１割を税額控除（法人事業税額の 20％（※）が上限）  

 

３．地域再生計画概要  

①事業名：飯塚国際車いすテニス大会を基軸にしたテニスのまちづくり 

②事業の目的 

本市では、テニスのまちづくり計画により、年齢や性別を問わず、住民の誰もがそれぞ

れの体力や技術、興味・目的に応じて、テニスに親しむことにより、明るく、豊かで、活

力ある生活を営むことができるよう、テニス環境の整備・充実を図ることを計画している。 

また、飯塚国際車いすテニス大会継続開催、飯塚国際女子テニス大会をはじめ、各ステ

ージでの各種大会を誘致・開催することにより、経済活動を生み出し、国際的な交流が盛

んになり、住民がその価値を実感できることを目指している。 

そのような中、飯塚国際車いすテニス大会が、平成 30 年度から天皇杯・皇后杯が下賜さ

れたことや筑豊ハイツが 2020 東京パラリンピックの南アフリカ共和国車いすテニスの事

前キャンプ地に決定されたことにより、国内外から国際車いすテニス大会に関心が高まり、

さらに多くのプレイヤーや観客が集まることが見込まれる。 
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この機会を逃さず、継続して飯塚国際車いすテニス大会が開催できるよう施設等を整備

することにより、テニスのまちづくりによる市民の参画と協働によるまちづくりを目指す

とともにテニスに関する大会、教室、合宿の誘致による交流人口の増加や、さらなる地域

経済の活性化を図ることを目的とする。 

 

③地域再生を図るために行う事業  

ア．筑豊ハイツテニスコート整備事業 （事業費：約 1 億 2 千万円） 

東京パラリンピック事前キャンプや各種大会を誘致するにあたり、テニスコート面や

照明などについて国際基準を満たすように整備する。 

 イ．筑豊ハイツ宿泊施設整備事業 （事業費：約 13 億 7 千万円） 

国際大会の継続やテニス大会・合宿等の誘致に向けて、大会メイン会場である筑豊ハ

イツの宿泊施設等の施設環境の整備を図る。 

 ウ．車いすテニス大会情報発信強化事業 （事業費：約 300 万円） 

飯塚国際車いすテニス大会期間中において、国内外から多くの選手及び大会関係者、

市民ボランティアが参加するとともに、観客数の増加による交流人口の増加を目指す。 
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（単位：名）

採用予定数 性別 申込者数
第1次試験
合格者数

第2次試験
合格者数

最終
合格者数

補欠
合格者数

男性 277 52 21 8 0

女性 161 33 21 9 5

計 438 85 42 17 5

男性 17 7 5 2 0

女性 3 2 1 1 0

計 20 9 6 3 0

男性 55 22 13 4 0

女性 36 16 10 7 2

計 91 38 23 11 2

男性 39 13 10 1 0

女性 3 1 1 1 0

計 42 14 11 2 0

男性 3 1 1 1 0

女性 0 0 0 0 0

計 3 1 1 1 0

男性 5 3 1 0 0

女性 37 14 11 8 2

計 42 17 12 8 2

男性 1 0 0 0 0

女性 0 0 0 0 0

計 1 0 0 0 0

男性 397 98 51 16 0

女性 240 66 44 26 9

計 637 164 95 42 9
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任期付職員の採用について 

 

１ 概要 

募集職種 保育士 生活保護ケースワーカー 

採用理由 人員の確保 生活保護世帯数の増減に対応 

任期 ３年 ３年 

任用根拠 
飯塚市一般職の任期付職員の採用に関

する条例第３条（フルタイム） 

飯塚市一般職の任期付職員の採用に関

する条例第４条（短時間） 

募集人数 ７名程度 ７名程度 

資格要件 保育士資格及び幼稚園教諭免許 社会福祉士又は社会福祉主事 

申込受付 平成 30 年 10 月 9 日から平成 30 年 11 月 9 日まで 

採用方法 飯塚市職員採用及び昇任に関する試験並びに選考規則による 

 

２ 今後のスケジュール 

  １１月２５日  試験実施 

  １２月 上旬  合格発表 

   ４月 １日  採用予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


